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第四塞出の話
　　（今時こんな話が跨るのに少々期ハヅレの観があるが、この間書類な整理して

　　ゐ糞ら。ヒ9イご霞て油鼠薔稿である。思へばズy1・以前にアメリカの科學維誌

　　サイエンチヒツク・アメ9カ日誌が表題の「第四次元」に画して蓮俗解説為懸賞募

　　集し71のにi織して磨適し象「瞳）一文な武んだ時の面自さから羅して置い’1：もので

　　あろ。因に同誌ばアインスタインの銅山性原理がmpかまLSもてばやされナこ際［こ

　　ii相封性原麗の麺俗解観為ば煎萬圓の賞なかけて；蒙錐なしナここ剖i諸君の術ほ認

　　憶に新ナこなろごころミ考へろ。　天文蔓人言ll）

云忠は詳しくは一一一「幾何學の時間に慮徳が第四次元について教師に難問す鐸

いふのである

生徒　第四次元のこξについて先生お話して下さい．

旧師　イやお話はしょうが仲々解るまいてナ。
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第一。第四次元ミいふのは一羅何でございます？

先づ二方の解りにくいミころを出來る丈ノ・ツキリ言って御鳶趣

今迄長さ．幅．厚さをもってみる門形や物濃は學びましナこけれさも．まだ

其上にホカの高さ（？）をもってみるものツてのは丸っきり判りません。

我々の見るこεの出肥る（又取扱ふこミの出來る｝物罷は一一…今迄知ってみ

る範園内では　一一3れもこれも第四次元はもってみない。しかし外に第四

次元をもつてみるものがないεは限らない。

見當がつきませんカ㌔

だが。二つの次元丈しかもナこない物干はないだらうか。只長さε幅ε丈で

厚みのない物は見ナここミはないかね。

い一え。ごさいません。いくら薄いも0）でも矢張り厚さはあるんですから

然し君方は三角形だミか圓だεか全く厚さのないものを取扱って、しかも

實在してみるもの、様：に話してみるではないか。

そんなものがあるんだこばかり尽ってゐました。

だって、そんなものは見テここεがないミ言ったネ。そして瀦は圓εいふも

のをいぢくったこεがあるのかネ。

そうです。よく考へればそんなものはありません。實回してみるのではな

くて呉我々の頭で考へる丈です。

全くだ。我々の経験の範園内ではそれに相蓬ない。

しかし我々の五管の範園外で全く厚さのないもの蜘ち二つの次元しかもナニ

ぬものがあるかも知れぬεいふこεは考へられないだらうか、）

私にどつて實在しないものが、他に實在するだらう：εいふやうなこεは考

へられません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノでは今假りに君の影が生きてみるものε考へて御覧っ析で影は只面だかo
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　　實在はしてるない筈。今壁が無限に廣がつてみて多くの影がそこに動いて

　　みるεする。その影達は一生涯その壁の面から離れるこEは出來ない。彼

　　等は全く二次元の世界に生息してみるのである。それでεれかユビ指しを

　　したεすればそれは只その面の中のある方面を示す丈である。多分こんな

　　生物の別ってるる地球は一つの圓で、叉同じ様な圓の周りをまわってみる

　　のだらう。

　　成程よくわかりましナこ。しかしこれは二次の世界ですが．四次の世界0）こ

　　εは薩張りわかりません。

師　それはその通りだ。四次元については、この様な似た経験がないからであ

　　る。しかし今いった様な世界があるこE丈は解るだらうね。

　　それで今この影先生が圖の様に鏡にうつる自分の姿を見たミする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　εころで影先生が鏡の姿ざ同じ位置に
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ならうεしナこ所が．♂んなにまわり：歩

いても、倒しになっても到民それは：不

可能のこざである。しかし藪で更に高

審な生物があって脚ち君漣の如く三次

元に棲息してみるものがあって一べ｝

れをツマみ出して、ヒツくり返してや

ればそれで事足りるこεである。

しかしその事たるや、彼には全く夢に

もぞへっかぬこミである。さて男方が

鏡に満つたεするε右の頬のあざは鏡

中入の左の頬のあざで之れに封して君

方がいくらεんぽ返りをしナこミころで

　　鏡中人ご全く同じくなるこξは出來ない話であるQεころで今高等な生物

　　があって君をεこにか思ひ掛けない方向へ引つ張り出してヒヅくり返して

　　呉れxばい」繹である。

生　それでは四次の室間にもし我々が住ってゐナこならばその位置に行くこごが

　　出照るのでせうか。

師　いえいえQ・一度第四次の方向へ出て廻轄：した上でもεの三吹室間へ露って

　　來た時の位置なんだ。君の罷が全く君に取っては新奇な方向へ行くのだ。

　　今迄一度もそちらへ動いたこεもなし．第一考へfcこεもない方両である

　　それミいふのは全く単解の心的想像は三i月増間の経験にのみ基くからであ

　　るンだ。

　　筒ほ解りよくするには．次の圖形を全く同じくするには
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　　　　　　　　cL一一一一一一一一一一一・一一」6　B一一一一一一’C，

　　A黙に顧てABεADεにi垂直の線を引き．それにZF行にこの圖形を動か

　　してそしてヒツくり返へせば他のものε全くRじくなるのである・しかし

　　これを影先生に話しずこS．ころでAB、　ADに共に垂直なる腺なンてのは引く

　　こごが出面ないで困るだらう。

　　同じ襟に

　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h

　　　　　配～・　E

　　　　　勺ン＞c　　F

　　左の形のものを全く右の形ご同襟にするにはA煮占に於てAB．　AD、AHの

　　三つの直線に垂直な直線を作って．その方向に動かし．ヒツくり返へせば

　　宜しいのである。

生　先生！その様な直線が引けるのですか。

師　いNえ引けません。我々がそんな風に引いてもそれは矢張り三次元の室間

　　の線であるから駄目です。Eもかくも四次元世界は全く我等には知られな

　　いアル方向があるε考へるこミに基くのである。

　　影先生には知れない方向があるミ考へるε同じ様に、我々には知られない

　　fOS　．，更に優れナこ生物1こはよく判った方向があるかも知れないんである。

　　また第四次元を考へる他の方法がある。

　　それは我々虚聞の立方艦や球がこ二次世界の生物には如何に見えるかE云ふ

　　こミを考へる襟に四次元世界の物艦がこの三次元の世界に現はれる有檬を

　　考へるこεが出回る。

　　今立方膿が影先生の棲息してみる面を通過する際にはその面に含まれた部

　「分のみしか知蜷するこεが出來ぬ：t

　　それで立艦がその面に直角に動くミするε常に一つの正力形に見える羅で

　　ある。もし側が五色で彩色してあっナこなら。その立方艦が動くにつれて正

　　力形の形はかわらぬが色が愛化するのに影先生は驚くであらう。もし弓田
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生にして高爾なる智識があったならば第三次の世界を想像したであらう。

而してこの蓮績せる正力形を以てある奇態な形が第三の方向へ動くのに因

るのであるミいふ事を考へえずこであらう。四次の物膿が立方艦に話する關

係はまナこ立方艦ε正方形ミの關係の如きものである。

四吹の物艦が我々の室間を通過する際には常に攣化する立方形に見えるで

あらう。その本盟は立方鰐がその稜の長さ惹け第四の方向へ動く際に形づ

くるものであるに相違ない。外の形も同様な關係をもってみる○人類の影

先生に饗する關係は叉鋤入の入類に記する關係である。

それで大分解りました。しかしさうしてそれが本年だミいふごミを謹明で

きますか。

イやその讃明は出牢ない。この世から第四の方向へかくれて叉返へつて來

fこ話も知らンし．四次の物膿がこの室間を通過するのも見た：ニミがないん

だから。

誰か四次の物艦の圖をかくこミが出來ませうか。

もしそんな圖が出來たεしたら．それは三次の形だらう。我々が立力罷や

球の圖を李面にかく様なものだ。

それで四次世界の規則に二って、三次元を有する投射下形が出來ナこεして

も二方から見れば矢張し四次の下野ミは見えないに相平ない。それには是

非共第四の方向をわきまへてみるものでなくてはならないんだっ（をはり）

　　　　　　　　　ジエレ魂ヤ・ホPtツクス，

　昔から『美人薄命』ε言ふ諺があるが、肉騰　を見ないであらう。ケプソルが死んだのに千

的な方面でなく、精紳的な方面で、偉大なろ　六百三十年であろが、ホロyクスは其の前

天オにして一iら若堂其の生涯か四つナこ人に甚　後十年間づSは1かり並きて死んで仕舞つプこの

才こ多い。詩人や藝術家に著ろしいが、科學者　であろ。彼it千六百一1：九年に生れ千六百四十

の中にも可なり多いmpうである。佛蘭西の有・一年に二十一歳た一期建して黄泉に旅出つプこ

名な数箇者がロワなんかもその一人である。　　然し、天丈學上（：於けろ彼の事績は偉大な

あまりこの入の傳i菰こついてば知らないが　　ものであっ字こ。彼は英國の天文學の基礎た作

何でも二・卜四五で死んだ亡言ふ話である。彼　つ7；　・S言ばれるが、金星の太陽面通過の最初

が数學界に一調代潜劃し’7こ『集合論』（Gruppen　の老残者巨浪であっナこ（干六頁三十九年）・

theorie）の概念［t、何でも彼がまだ十七八歳　　彼が二十一年の止涯一t言っ▼（も’一1．一・七八

の頃申學時代［：ノ！〉の終りに書きつけて置　　までば先づ子供だらうが一になした仕事lt

いナこものだ書言ふやうな話も副い・た。　　　　　は、木星及土星の運動や、彗星や潮汐1こ伍す

　然し天文學界にツエレミヤ、lh－m）ソクス　る研究があって、此れに依って、天文學上巳

（Jeremiah　H（，rrocl｛s）為有する［工實際吾々の誇　くべき進歩ななしεげ7こ。實際Pリス博＝：f’rが

りであろ。古來かくの如く若死にした天オ匡　言っナこやうに“II，acl　he　live（l　wha亡wou1（l　he

tL’んな詩入や藝術家為さがして見ても其の比　not　havc　done，，だQ（星見小路）


